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発刊：バリアフリー推進ネットワーク事務局（交通エコモ財団） 
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（１）バリアフリー推進ネットワークからのお知らせ 

■平成１６年度バリアフリー優秀施設・活動大賞が決まりました 

本年度のバリアフリー優秀施設・優秀活動が、推進ネットワーク幹事会により、以下のとおり

決まりました。大賞受賞者の皆さまは、11 月 12 日に開催された第３回交通バリアフリー推進の

集いで表彰されました。 

○地域に愛され、地域の財産となる個性とアメニティあふれる駅づくり 

（横浜高速鉄道株式会社、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構） 

○人に優しい ゆいレール （沖縄都市モノレール株式会社） 

○ソフト的対応を重視した職員教育 ～熊谷駅～ （東日本旅客鉄道株式会社） 

○当事者の視点による移送サービスの提供 

（特定非営利活動法人ホップ障害者地域生活支援センター） 

 

■交通バリアフリー推進の集い、交通バリアフリー推進セミナー報告書配布について 

  交通バリアフリー推進の集いの当日配付資料（平成１５年度、平成１６年度）をご希望の方は、

ご連絡ください。  →FAX：03-3221-6674 E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp 

 

（２）ネットワーク参加団体からのお知らせ 

■移送サービス運転協力者講習会インストラクター養成講座 
  日 時 １月22日（土）～23日（日） 

       22日 13:00～21:00 23日 9:00～17:00 

  会 場 埼玉県県民活動総合センター 埼玉県北足立郡伊奈町小針内宿1600  

※合宿形式で実施します。日帰り参加はできません。宿泊も同会場です。 

  参加費 10000円（受講料、テキスト代、宿泊代、事務費込み） 

  条 件 あり 

 

（３）エコモからのお知らせ 

 ■移送サービス研修システム検討のための運転協力者／運行管理業務講習会 

交通エコモ財団では今年度の国土交通省からの委託事業として標記の講習会を実施しています。

社会福祉法人、NPO 等が行うボランティア福祉有償運送において、一定の要件のもと実施を認め

る方向が国交省により示されました。 

この講習会は将来的に研修体系の標準的なモデルを示すことを目的として、運転協力者の方、

ならびに運行管理業務に携わっている方に向けて試行的に行うものです。ご参加頂いた皆さまか

らはモニターとしてご意見を頂き、どのような研修体系がいいか検討を進めます。 

全国８カ所で開催します。日程は以下の通りです。既に５カ所で実施しており、今後、仙台、東

京、名古屋の各地区で実施予定です。いずれも土曜日、日曜日を使って2日間にわたって実施し

ます。 

●熊本 2004年10月終了 ／ ●大阪 2004年10月終了 ／ ●長野 2004年11月終了 

●札幌 2004年11月終了 ／ ●岡山 2004年12月終了 

●仙台 2005年1月15日（土） 16日（日） 宮城県運転免許センターにて 

●東京 2005年1月29日（土） 30日（日） 津田山オートスクエア（川崎市）にて 

●名古屋 2005年2月19日（土）20日（日） 会場未定 

＜運転協力者講習の主な内容は以下の通りです＞ 

・移送サービス概論   ／ ・移送サービスの利用者を理解する 

・接遇・介助について  ／ ・移送サービスでの運転について 

・移送サービスに関する法律・制度を理解する 

・福祉車両について   ／ ・安全運転講習 

・運転実技講習     

＜運行管理業務講習の主な内容は以下の通りです＞ 

・移送サービス概論          ／ ・移送サービスにおける運行管理 
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・移送サービスの利用者の理解と対応  ／ ・運転協力者への理解と対応 

・運行管理について          ／ ・移送サービスに関する法律・制度の理解 

・リスクマネジメント（緊急時、事故等への対応） 

・より活動内容を深めるために（ネットワークづくり、広報等） 

実施に際しては、概ね1年程度の活動経験がある方を対象とし、各回ごとに当該地域を中心に受

講者の募集を行います。なお、この講習会は試行的に実施するため修了証等の発行はいたしません。

参加費は無料です。詳しい内容については担当者（沢田）までお問い合わせ下さい。（電話

03-3221-6673） 

 

 ■参加型・福祉の交通まちづくり～交通バリアフリー法を中心にプロセスを学ぶ～発刊予定 

   市民参加をどの様に勧めればよいのかを多様な事例をもとに解説し、今後解決すべき課題を示

しています。行政、交通事業者、まちづくり・障がい者団体等への基本テキストとして作成しま

した。2005年２月学芸出版社より発行予定です。 

  また、発刊を記念致しましてセミナーを開催致します。 

 

 ■市民と進める福祉の交通まちづくり セミナー 

～参加型・福祉の交通まちづくり－交通バリアフリー法を中心にプロセスを学ぶ～ 

出版を記念いたしましてテキストの内容をご紹介し、市民参加の実現を考えるセミナーを開催

いたします。 

参加ご希望の方は、氏名、住所、電話、FAX、メールアドレス、会社名、書籍の購入の有無をご

記入の上、ＦＡＸ（０３－３２２１－６６７４）にてお申し込みください。また、書籍のみをご

希望の方は、直接出版社（学芸出版社TEL０７５－３４３－０８１１、FAX０７５－３４３－０８

１０）にお申し込み頂くか、エコモまでお問い合わせください。 

日 時：２００５年３月４日（金）１３：００～１６:４０ 

場 所：いきいきプラザ一番町カスケードホール 

〒102-0082 千代田区一番町１２  TEL03-3265-6311 

     地下鉄有楽町線｢麹町駅｣5番出口より徒歩約6分 

地下鉄半蔵門線｢半蔵門駅｣5番出口より徒歩約4分 

JR総武線｢市ヶ谷駅｣より徒歩約13分 

定 員：２００名（定員になり次第締め切らせていただきます。） 

参加費：無料 

プログラム 

基調講演「参加型・福祉の交通まちづくり」 

新田 保次氏 大阪大学大学院工学研究科土木工学専攻  

講演１「福祉の交通まちづくりにおける市民参加の進め方」 

山田 稔氏 茨城大学工学部都市システム工学科  

講演２「市民参加の基本：ワークショップの進め方」    

寺島 薫氏 株式会社アークポイント  

講演３「今後の福祉の交通まちづくりへの提言」      

大島 明氏 国際航業株式会社国土マネジメント事業本部  

パネルディスカッション 

「参加型の福祉の交通まちづくりをよりよく進めていくためには」 

コーディネーター 秋山 哲男氏 東京都立大学大学院都市科学研究科  

パネラー 大島 明氏  国際航業株式会社国土マネジメント事業本部  

大塚 俊昭氏 横浜市都市計画局都市企画部企画調査課交通担当  

白井 長興氏 NPO法人介護支援ピッケルニ  

新田 保次氏 大阪大学大学院工学研究科土木工学専攻 

主 催：交通エコロジー・モビリティ財団、財団法人国土技術研究センター 

後 援：後援；土木学会（予定）日本福祉のまちづくり学会（予定） 
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お問い合わせ：交通エコロジー・モビリティ財団 バリアフリー推進部 担当 本田 

tel:03-3221-6673、e-mail：k-honda@ecomo.or.jp  

 

■バリアフリー学習図鑑（CD-ROM）の公開 

  子供達がバリアフリーや福祉に関する学習を進める上で、障害のある人達の日常の不便さ等を

知り、ハード面のバリアフリー、ソフト面での（心の）バリアフリーを理解し、バリアフリー社

会の実現を自分のこととして捉えるため親しみやすいCD-ROMを作成しました。現在、交通エコモ

財団のホームページにて公開しています。是非ご利用ください。 

→ http://www.ecomo.or.jp/index_img/kaisetsu.htm 

 

■らくらくおでかけネット 

  現在は、鉄道駅3,868駅、空港80、バス160、旅客船427ターミナルの情報を提供しています。

最近の１日のアクセス件数は、約4,000件となりました。特に、携帯端末によるアクセスが増え

ています。また、ハンドル式電動車いすの鉄道利用が可能な駅が公表されています。なお、アド

レスは下記の通りです。 

アドレス：（パソコン版）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/index/ 

             （携帯版＝i-mode,vodafone）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile/ 

            （携帯版＝EZ-web）http://www.ecomo-rakuraku.co.jp/rakuraku/mobile_ez/ 

 

■公共交通ターミナルのバリアフリー度評価について 

   公共交通ターミナルのバリアフリー度評価に関する簡易評価マニュアルを公開していますが、

こちらは、あくまでも地域の市民や学生の皆様などが自主的に評価に取り組まれる時のために提

供していますので、ご自由にお使いください。なお、実際に駅を評価される場合は、皆様の自主

的な活動として、鉄道事業者の方にご連絡してください。 

   
 

（４）行政からのお知らせ 

■交通バリアフリー法基本構想策定状況（平成16年8月まで） （国土交通省） 

 基本構想を作成済みの市区町村 159市町村(168基本構想) 

  詳細に関しては、国土交通省のホームページをご覧ください。→ http://www.mlit.go.jp/ 
 

 

（５）各種催し物のお知らせ 

■第１回 誰でも楽しもう霞ヶ浦 

【健常者、障害をお持ちの方、誰でも参加して大型ヨット、モーターボート、カヌーを 

体験しよう】北関東では始めて、京成マリーナが導入した、“誰にでも乗れる、ゴーカート感覚

のポケットヨット”「アクセスディンギー」や大型ヨット、モーターボート、バスボート、カヌ

ー、“かもめと遊ぶ”ホワイトアイリス号に時間の許す限り各１回乗船体験が出来ます。 

日本セイラビリティーによるアクセスディンギーの指導もあります。 

日 時 1月15日（土）10:00～15:00 

場 所 京成マリーナ  土浦市川口２－１３－６   

連絡先 TEL029-822-2437 FAX029-826-2830 E-mail:keiseimarina@minos.ocn.ne.jp 

担 当 加固久雄、坪田哲也 

申し込み方法  必要事項（住所、氏名、生年月日・性別、職業連絡先、E‐mail、その他（障

害の種別、特別な要望））を記入のうえマリーナ担当者にFAXまたはメイルください。 

参加費用  １０００円   複数の種類の船に１回乗船できます。（スポーツ保険料を含む。） 

 ホワイトアイリス号は別途特別半額料金大人５３０円子供２５０円（障害者、高齢者も同じ） 

お弁当   各自持参（土浦駅近辺にコンビにあり） マリーナにレストランあります。 

懇親会   別途 １０００円 （お酒、おつまみ、持ち込み大歓迎） 
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（６）その他 

■書籍に関して  

現在バリアフリー関係の書籍、パンフレットを発行しております。ご興味のある方は、当財団

のホームページへ。→ http://www.ecomo.or.jp/barier_free/bari_f_index.html 

 

■記事募集中！ 

 現在、次号メールマガジンに掲載させて頂ける記事を募集中です。セミナーのお知らせや、

活動報告、コラム等々何でも結構です。どしどしお寄せください。掲載をご希望の方は、メール

かFAXでお送りください。 

   → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

  

■お願い（必ずお読みください。） 

・転送先について 
   このメールマガジンをご転送頂く際は、そのネットワーク、もしくは団体のお名前と人数を

お教え頂ければと思います。 → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

・送付先について 

このメールマガジンをなるべくE-mailで送付させて頂きたいと思います。アドレスをお持ち

の方はご連絡ください。 → E-mail：ecomomail@ecomo.or.jp  FAX：03-3221-6674 

 

 

コラム 

「新鋭のごとく火に乗る餅あまた 秋元不死男」・・・火にかけて鉄灸の上に並んで次々にふくら

み始めた餅。その光景が互いに競い合う新人たちのようだというのだ。下から炎で盛んに煽られ

るところも、中身が空っぽなら、あっという間にしぼんでしまうところも、なるほどよく似てい

る。と長谷川櫂氏が皮肉っている（読売新聞）。なるほどと思う。 

 近年、中身が空っぽの分野は淘汰され、それぞれの立場を充分に認識し、使命感を持ってやる

気を持った分野に日が昇っている。今年が成長期なのか、収穫期なのか、それぞれ各分野により

違うと思うが、自己の立場を忘れずに進んでいくことが必要なのである。 

最後に、自分の言い訳として「雑煮の餅は少し焦げ目のついた餅が香ばしくてうまい。」 


